
　検査と技術 12 月号，いかがだったでしょうか．本号の
内容も盛りだくさんで，「病気のはなし」から「技術講
座」「オピニオン」「トピックス」「ワンポイントアドバイス」
まで臨床検査に従事する方にとって大変役に立つテーマが
わかりやすく執筆されています．企画者の一人として，大
変お忙しいなかご執筆いただいた先生方にあらためてお礼
を申し上げます．
　今年を振り返ってみて，感染症領域においても新しい話
題がいくつも報告されました．日本国内では劇症型A群
溶連菌感染症，梅毒，手足口病の増加と流行，カルバペネ
ム耐性腸内細菌科細菌のまん延，さらに国外に目を向けて
みるとエボラ熱に対するワクチンの開発，ペストの流行な
どなど．病原体は間違いなく突然変異と選択のなかで進化
を続けており，それはそのままわれわれ人類にとっての脅
威となって襲ってきます．
　臨床検査の分野は，生化学・血清・血液から病理，生理
機能，微生物検査までその幅の広さが魅力でありますが，
時にそれは新人にとっての難しさになっているものと思わ
れます．本誌では，臨床検査に携わる全ての分野の方にお
役に立つ内容を掲載しており，どこかで新しい情報・発
見・驚きを見つけていただければと思います．また，臨床
現場における検査の重要性からピットフォール，さらには
基礎研究への架け橋になるヒントが満載されています．
「検査と技術」が読者の皆さまのスキル・アップとモチ
ベーション・アップにつながることを祈念しています．
� （舘田一博）
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編集室より
東京・文京区の永青文庫で，12 月 23 日まで日本初の
“春画展”が開催中です．とある休日，少し気恥ずか
しい気持ちで会場に向かうと，普段は閑静な会場に老
若男女が，まさに立錐の余地もないばかりに─ 20 代の
女性多数！─溢れていました．当時最高水準の技術に
よる人体の表現と，“今っぽい”シチュエーションの取
り合わせが素晴らしいです．18 歳以上の方はぜひ．（T）

病気のはなし
糖尿病 �  川野義長，他
技術講座
病理：細胞診で有用な特殊染色法と染色原理�
─過ヨウ素酸シッフ反応・アルシアンブルー�
染色について �  山田　寛
血液・一般：シリーズ　検査技師に求められる�
感染防御対策・4　検体検査室編 �  曽根伸治

生理：ホルター心電図による期外収縮の解析�
 �  立田顕久

微生物：劇症型溶血性レンサ球菌感染症の�
発症メカニズムと検査 �  阿戸　学，他

【新連載】フォーカス
食後高血糖に対する尿糖チェックの有用性　
SGLT2 阻害薬との関連 �  加藤光敏，他

【新連載】人の心に寄り添う医療人になる・1
医療人としての感性を高める～「感じる」を「信じ
る」，そして「考える」～ということ �  山藤　賢

疾患と検査値の推移
慢性骨髄性白血病 �  松村　到
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